
【モルック】競技人数 ２名～２チーム以上 

＜内容＞ 

モルック棒を投げて、置いてある棒（スキットル）を倒して得点を競うレクリエーションゲーム

です。母国フィンランドではサウナとビールを楽しみながら行う気軽な単純なゲームです。ルール

を少し変えれば子供から高齢者、車いすの方など、幅広く楽しめるレクリエーションゲームの１つ

です。また、どこの場所でも気軽にできるので、屋内外問わず楽しむことができます。 
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＜ゲームの進め方＞※花山バージョン 

①先攻後攻を決める。 

 

 

②先攻のプレーヤーが置いてある棒（スキ

ットル）をめがけてモルック棒を投げ

る。 

 

 

③倒れた棒（スキットル）を確認し、得点

を加算する。 

※完全に倒れていない場合はカウントし

ない。 

 

 

 ④置いてある棒（スキットル）は倒された

地点で再び立てられます。そのため、ゲ

ームが進むにつれてスキットルが広が

り、倒すのが難しくなってきます。 

 

 

 ⑤後攻のプレーヤーが投げる。 

 

 

⑥２～５を繰り返し、得点を加算してい

き、５０点先取したチームが勝ち。 

 ※５０点を超えた場合は２５点へ減点さ

れ、ゲームは継続する。 

 

国立花山青少年自然の家 

 

距離の目安 
３ｍ～４ｍ 

得点方法 
・1 本しか倒れなかった場合  
「倒れた棒に書かれている数字＝点数」  

・複数本倒れた場合 
「倒れた本数＝点数」 

 
５０点ぴったり先取が勝利  
※５０点を超えた場合は２５点へ減点し、継続 

スタート時の並べ方 


